









○●○ 第２０３回共同学習会及び 平成 20 年度 SD 研修会のご案内 ○●○ 
日時：10 月 28 日（火）10 時～11 時 40 分（曜日・時間及び会場が通常と異なります。ご注意下さい） 
会場：角間キャンパス：総合教育棟 2 号館Ｄ10 講義室（5 階）、 
鶴間キャンパス：保健学類 5 号館 5104 教室（1 階） 
（双方向遠隔授業システムを利用し，両キャンパスを結んで実施） 
テーマ：「学士課程教育の構成と体系化～第 27 回教育研究公開シンポジウムへの参加報告～」 




10：00～10：05 開会挨拶 ≪大学教育開発・支援センター長≫ 
10：05～11：05 報  告                   
大学教育開発・支援センター    教授 堀井 祐介 
  角間北地区事務部学生課     副課長 田邊 喜章 
  角間北地区事務部学生課学務第一係 主任 浦  志都 
11：05～11：35 質疑応答・意見交換 
11：35～11：40 閉会挨拶 ≪学生部長≫  
 
○●○ 「FD・ICT 教育推進室」活動紹介 ○●○  






いただいています。また、各専門分野別の学内外での FD 活動調査も行います。 
 教材作成部門では、ID（インストラクショナルデザイン）を活用した ICT 教材の企画立案・作成支
援、学内教員を対象とした公募による重点教材作成（1 教材あたり 40 万円程度）、部門主導によるオ
リジナル教材作成、作成された教材を素材レベルに分解し登録する素材データベース管理、VOD（ビ
デオオンデマンド）化を視野に入れた授業撮影、教材・素材の著作権処理などを行っています。また
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学 ID を基本にシングルサインオン(SSO)を実現し、異なるシステムにつながる場合も改めて ID、パ
スワードの入力が不要となります。インターフェイス、画面デザイン等も今より使いやすくなります。 
 このように 3 部門で活動していますが、なかなか学内での認知度は上がりません。今後は、今まで
以上にスタッフが力を合わせて学内での支援活動を進めていきますので、FD や ICT 活用に関心があ
る方はお気軽に FD・ICT 教育推進室へご連絡ください。全てに解決策を持っているわけではありま
せんが、出来る限りお役に立てるよう努力させていただきます。もちろん、ICT と直接関わらない形
での FD や教育改善への支援も行います。 
 金沢大学には、これまで大学執行部の理解のもと整備されてきた ICT 環境があるため、大学設置基
準で義務づけられた組織的 FD 活動は他大学に比べて進めやすくなっています。ICT を使って情報交
換、情報共有、情報交流を進めることが組織的活動において重要なことで、金沢大学にはその環境が
あるのです。是非、ご活用ください。 
 上で述べた FD・ICT 教育推進室の各部門の活動成果の報告会を 2008 年 11 月 7 日（金）および 2009
年 2 月 14 日（土）に開催しますので、ご参加いただけると幸いです。 
連絡先： 
全学 FD・ICT 教育推進室（アカンサスポータル相談室） 
金沢大学角間キャンパス総合教育棟 511 号室 
TEL：264－5817  FAX：264－5999 
e-Mail：e-support@el.kanazawa-u.ac.jp 
（文責 評価システム研究部門 堀井祐介（全学 FD・ICT 教育推進室実務委員会委員長）） 
 
○●○ 「アカンサスＦＤ」に新コーナーを設けました ○●○ 
アカンサスポータル内の「アカンサス FD」－【解説】機能に新たに、「ＳＤカレンダー」「国公私






○●○ 新着図書・資料の紹介 ○●○ 
大学教育開発･支援センター図書室（総合教育棟南棟６階 613 号室、センター共同室の向かいです）
に、以下の図書が入りました。図書・資料の貸出・閲覧が可能ですので、是非ともご活用下さい。 
・ 大学生のための「読む・書く・プレゼン・ディベート」の方法/ 松本茂・河野哲也 、玉川大学出
版部、2008 年 
・ アメリカの学生獲得戦略／山田礼子、玉川大学出版部、2008 年 
アメリカの大学の HP などを参照し、学生の確保、大学教育・教師の質向上、組織改革のための
戦略などを読み解き、日本の大学が進むべき方向性を示唆しています。 
